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みんなでつくる園の未来！



園長・主任・学年リーダーにおすすめのコ
ーナーを選んでマークを表示しています。

マークのついているコーナーでは、園
内で話し合うためのお題・ワークを用
意しています。職員会議や園内研修な
どでご活用ください。

まずは、自分で読み
ます。回覧したりし
て、園内でも各自で
読みます。

読む

読んだ記事をもとに、
園内で「雑談」をし
たり「研修」をした
りしてみましょう。

語り合う

マークのついているコーナーでは、関
連動画があります。

見落としていた
課題に取り組んでみる
６月になると、年度当初の慌ただしさ
がなくなり、今まで見落としていた保
育や職場の課題に気付くことがあるか
もしれません。特集では、心理学と統
計に基づいた「ディグラム性格診断」
を取り上げているので、自分や仲間の
理解を通じてより良い職場づくりに活
用できます。ほかにも、様々なコーナー
をパラパラとめくりながら、今気にな
る課題に取り組むヒントを探してみて
はいかがでしょうか。  

−−−『保育ナビ』編集部

『保育ナビ』は、編集委員が
サポートしています。
秋田喜代美（学習院大学）
浅井幸子（東京大学）
大方美香（大阪総合保育大学）
大豆生田啓友（玉川大学）
北野幸子（神戸大学大学院）
古賀松香（京都教育大学）
境 愛一郎（共立女子大学）
汐見稔幸（東京大学名誉教授）
砂上史子（千葉大学）
松井剛太（香川大学）
無藤 隆（白梅学園大学名誉教授）
矢藤誠慈郎（和洋女子大学）
敬称略　５０音順

『保育ナビ』の使い方

読み、話すことで、
園内で学び合い・語
り合いが生まれ、保
育の質が高まります。

保育の質の向上へ

マークのついているコーナ 
ーではワークシート等のダ
ウンロードができます。右
の二次元コードからアクセ
スしてください。

園長 主任 学年リーダー

【今月のおすすめ】

2025年度は、保育と子どものおもしろさを伝え、
ワクワクを広げる内容を読者にお届けします。

『保育ナビ』が伝えたいこと

園 主 リ

編集委員から読者の皆さんへ応援メッセージを
月替わりで配信します。詳しくはP32へ！



フレーベルのことば　汐見稔幸　小西貴士
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Contents 2025  JUNE6

園

園

園のかたち2025 …16
認定こども園 風の丘（千葉県松戸市）

園紹介

国の動きを読む！ 
研究者の目2025 …56
矢藤誠慈郎

国の動き

特集
心理学と統計学に基づき、自分・仲間を理解する

ディグラム性格診断で
人材育成 …4

木原誠太郎

園経営
持続可能な未来を切り拓く　
変化する時代の経営戦略 …58
桑戸真二　柳 修二

予防のために知っておきたい
事故につながる
12のポイント …60
脇 貴志

園

リ

リ

リ

主

主

主

保育ナビエッセイ
保育とわたし …62
西 隆太朗

エッセイ

０・１・２歳児
保育者のセンス・オブ・ワンダー 　
子どもの心を豊かに育むために 　 …36
井桁容子 

保育内容

３・４・５歳児
遊びが育つ保育
保育者の役割　 …34
田代幸代

保育が変わると計画が変わる 
やってみよう！ 
子どもの姿ベースの
指導計画 　 　 …38
大豆生田啓友　佐伯絵美

人材育成
若手育成のヒントに！  
保育者養成校の今 …50
和田美香

職員みんなで考える
保護者支援10のポイント　 …54
浅井拓久也小学１年生の授業を拝見！ 

～学びを通してつながりを理解する …30
無藤 隆　片岡麻梨子

保育実践から読み解く
「安心と挑戦の循環」…26

松井剛太

注目テーマ

聞くと視野が広がる
編集委員からのメッセージ 　 …32
浅井幸子

園の未来を握るリスペクト型マネジメント
みんながワクワクする
多機能化と地域共創 　…28
大豆生田啓友

子どもと日常の保育の見方が変わる
事例から学ぶ
インクルーシブな保育　 　…20
若月芳浩 Information …49

エコロジカルな園庭へ　
再生のための実践ゼミ …42
小西貴士　ポール・スミザー

保育環境　知らないと損！
遊びが 10 倍豊かになる
砂場づくり　 …46
笠間浩幸



ディグラムディグラムディグラム
ででで

心理学と
統計学に基づき、
自分・仲間を
理解する

人材育成で大切なのは、個性に合わせたアプロー
チ。まずは「ディグラム性格診断」で、自分や仲
間の性格を知ることから始めてみませんか。一人
ひとりが自分の強みを最大限に発揮でき、前向き
に業務に向かえるようになるための、かかわりの
ヒントになるはずです。
編集協力／こんぺいとぷらねっと　イラスト／ナカムラチヒロ

性格診断
人材育成

監修／
木原誠太郎

ディグラム診断とは心理学と統計学
をもとに、ディグラム・ラボが開発
した性格診断ツール。心理学の有名
な診断の１つであるエゴグラムによ
る指標と、全国37万人以上の人か
ら採取したアンケートデータや診断
データをもとに、人間の性格や行動
パターンをタイプ分けしている。本
来は31タイプで分けているが、今
回は９タイプで紹介。

ディグラム診断とは

電通やミクシィでマーケティ
ングを担当し、様々な企業の
マーケティングコンサルティ
ングに携わる。2013年、ディ
グラム・ラボ株式会社を設立。
心理学×統計学で人間の本音
を分析し、カウンセリングす
るプログラム「ディグラム」
の研究を進める。

（ディグラム・ラボ株式会社）

特集

4２０２５．６



9­­­9­­­9性格　タイプ

111
アイデアマン
タイプ

444
ムードメーカー
タイプ

777
のほほん
舵取りタイプ

222
アクティブ
リーダータイプ  

555
こだわり
タイプ

888
ストイック
インドアタイプ

333
コツコツ

バランスタイプ

666
パワフル
タイプ

999
ロジカル

エリートタイプ

ディグラム
性格診断で
わかる

診断は
ここから

P.10

P.13

P.11

P.14

P.12

P.15

P.7 P.8 P.9

5 ２０２５．６



子どもと
日常の保育の
見方が変わる

連載のはじめに

事例から学ぶ
インクルーシブな保育

近年、インクルーシブ保育の取り組みに
ついて国からの後押しが活発になってい
ます。そこで、本連載では発達障害のあ
る子どもの保育について、特別な方法で
はなく、普段の保育の中で小さなことか
ら変えていく「インクルーシブな保育」
の考え方、実践について、事例を通して
提案します。

【テーマ予定】
６月号　子どもの好きなことを
　　　　探そう
９月号　保育者自身が
　　　　変化してみよう
１月号　いろいろな連携を
　　　　してみよう

第１回
子どもの好きなことを
探そう
監修・執筆　若月芳浩
　　　　　　（玉川大学、四季の森幼稚園）

イラスト／近藤えり

20２０２５．６



連載のはじめに

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
に
つ
い
て

た
め
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進（
報
告
）」

を
示
し
ま
し
た
。「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」（
障
害
者
の
権
利
や
基
本
的

自
由
を
保
障
し
、
尊
厳
を
尊
重
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
際
条
約
。
２
０
１
４
年

に
批
准
）の
第
24
条
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム（inclusive 

education system

、
署
名
時
仮
訳
：

包
容
す
る
教
育
制
度
）と
は
、
人
間
の
多

様
性
の
尊
重
等
の
強
化
、
障
害
者
が
精
神

的
及
び
身
体
的
な
能
力
等
を
可
能
な
最
大

限
度
ま
で
発
達
さ
せ
、
自
由
な
社
会
に
効

果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
と

の
目
的
の
下
、
障
害
の
あ
る
者
と
障
害
の

な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
で
あ
り
、
障

害
の
あ
る
者
が
「general education 

system
」（
署
名
時
仮
訳
：
教
育
制
度
一

般
）か
ら
排
除
さ
れ
な
い
こ
と
、
自
己
の

生
活
す
る
地
域
に
お
い
て
初
等
中
等
教
育

の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
個
人
に
必

要
な
「
合
理
的
配
慮
」
が
提
供
さ
れ
る
等

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
い
う
言
葉
を
最
近

は
様
々
な
場
で
聞
く
こ
と
が
増
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

公
園
に
つ
い
て
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
と

は
、
障
害
の
有
無

や
年
齢
、
性
別
、

国
籍
な
ど
に
関
係

な
く
、
み
ん
な
が

楽
し
く
遊
べ
る
公

園
の
こ
と
で
す
。

　
文
部
科
学
省
は

２
０
１
２
年
に

「
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
た
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
構
築
の

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
エ
ク
ス
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
と
言
わ
れ
る
「
排
除
」
が
な
さ
れ
な
い

社
会
や
学
校
等
を
作
る
こ
と
で
す
。
エ
ク

ス
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
対
語
が
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
で
す
。
日
本
語
で
は
包
摂·

抱
擁
な

ど
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
企
画
の
意

図
か
ら
考
え
る
と
、
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
を
「
包
み
込
む
」

意
味
合
い
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
と
記
載
す
る
と
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
の
た
め
に
、
何
か

新
し
い
方
略
や
保
育
方
法
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
昨
今
は
「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
」
と
強
調
し
て
い

ま
す
。「
な
」
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

包
括
的
な
、
包
み
込
む
よ
う
な
保
育
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
は

包
み
込
む
よ
う
な
保
育

プロフィール●若月芳浩（わかつき よしひろ）／玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授·同大学
院研究科長、学校法人育愛学園理事長·四季の森幼稚園園長。著書に、『「インクルーシブな保育」
導入のススメ 多様な子どもたちを受け入れるための心得』（中央法規出版）など多数

注
目
テ
ー
マ

21 ２０２５．６



インクルーシブな
保育のために

子
ど
も
の
内
面
の
理
解
で
大
切
な

「
好
き
な
こ
と
を
探
す
」
視
点

は
な
い
の
で
す
が
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

が
園
に
存
在
す
る
と
、「
大
変
」「
ど
う
や

っ
て
活
動
に
参
加
さ
せ
れ
ば
い
い
の
か
」

「
集
団
に
入
る
の
が
難
し
い
よ
ね
」
な
ど

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま

す
。

　
確
か
に
困
っ
て
い
る
の
は
保
育
者
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
障

害
の
あ
る
子
ど
も
自
身
が
困
っ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
視
点
の
変
換

は
と
て
も
重
要
で
、
乳
幼
児
の
困
っ
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
大
人
や
保
育
者
の

視
点
が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
と
か
か
わ
り
な
が
ら
内
面
を

理
解
す
る
時
に
大
切
な
こ
と
が
「
好
き
な

こ
と
を
探
す
」
視
点
で
す
。

　
大
人
で
も
そ
う
で
す
が
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
周
囲
の
人
や
身
近
な
人
が
わ
か

っ
て
く
れ
て
い
る
状
態
は
、
安
心
感
が
醸

成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
逆

に
、
自
身
の
好
き
な
こ
と
や
興
味·

関
心
を

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
で
は
、
特
別

な
方
法
や
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の
乳

幼
児
の
特
性
を
丁
寧
に
理
解
し
た
う
え
で
、

困
っ
て
い
る
の
は

障
害
の
あ
る
子
ど
も
自
身

インクルーシブな保育を実現するためには、各保育者のインク
ルーシブなマインド（若月の造語）がとても大切です。簡単に
言えば、多様性を受け入れる心をもっていることです。園では
障害のある子どもだけでなく、外国人、医療的ケア児、対応が
難しい保護者など、多様な人とかかわる必要性があります。そ
のような人と出会った時に、差別的な対応まではしないにして
も、拒否的な気持ちをもっている場合、必ず相手に伝わります。
一方、インクルーシブなマインドをもっている人は、寛容さを
もち、相手を受け入れる気持ちをもっています。

否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
る
と
、
心
が
ざ
わ

つ
い
て
し
ま
い
、
不
安
定
な
気
持
ち
に
な

っ
た
り
、
自
分
自
身
を
素
直
に
表
現
で
き

な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ

の
心
持
ち
を
乳
幼
児
に
当
て
は
め
て
考
え

れ
ば
、
好
き
な
こ
と
を
探
す
こ
と
と
、
嫌

い
な
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
が

見
え
て
く
る
の
で
す
。

日
々
の
保
育
の
中

で
ど
の
よ
う
な
保

育
を
実
践
す
る
必

要
が
あ
る
か
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と

検
討
し
、
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
今
あ

る
保
育
を
個
々
の

乳
幼
児
の
思
い
や

要
求
や
要
望
に
合

わ
せ
て
い
く
こ
と

が
可
能
で
あ
れ
ば
、

特
に
見
直
す
必
要

インクルーシブなマインドとは

22２０２５．６



そ
ん
な
あ
る
日
、
担
任
の
先
生
は
、
帰
り

の
会
に
出
る
た
め
に
Ｓ
君
を
抱
っ
こ
し
て

保
育
室
に
連
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

の
活
動
に
よ
う
や
く
参
加
で
き
る
か
と
期

待
し
ま
し
た
が
、
先
生
が
絵
本
を
読
ん
で

い
る
間
に
保
育
室
か
ら
出
て
行
き
ま
し
た
。

近
く
に
い
た
フ
リ
ー
の
先
生
が
手
を
つ
な

い
で
保
育
室
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
す

が
、
拒
否
的
な
反
応
が
強
く
、
大
泣
き
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
保
護
者
が
迎
え
に

来
て
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
Ｓ
君

が
母
親
に
語
っ
た
第
一
声
が
「
幼
稚
園
な

ん
か
大
っ
嫌
い
」
で
し
た
。

　
保
育
が
終
わ
っ
た
後
に
担
任
の
先
生
は
、

ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
の
か
、
フ

リ
ー
の
先
生
、
主
任
の
先
生
と
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
は
落
ち
込
み

な
が
ら
自
信
を
な
く
し
た
表
情
。
主
任
の

　
入
園
前
に
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
診

断
を
受
け
、
３
年
保
育
で
幼
稚
園
に
入
園

し
た
Ｓ
君
は
、
多
動
性
が
高
く
、
保
育
室

に
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
入
園

式
の
時
も
着
席
が

で
き
ず
、
お
母
様

の
困
惑
し
た
姿
が

あ
り
、
周
囲
の
保

護
者
か
ら
も
「
大

変
な
子
」
と
の
第

一
印
象
。
始
業
後

ク
ラ
ス
に
入
ら
な

い
Ｓ
君
に
対
し
て

担
任
の
先
生
は
強

い
焦
燥
感
に
か
ら

れ
る
日
々
で
す
。

先
生
が
、
明
日
か
ら
保
育
室
に
入
れ
る
こ

と
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、
Ｓ
君
の
好

き
な
こ
と
を
探
し
て
み
よ
う
と
提
案
す
る

と
、
は
っ
と
し
た
担
任
の
先
生
は
、
Ｓ
君

の
姿
に
好
意
的
な
対
応
を
す
る
な
か
で
、

電
車
が
好
き
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
が
関
係
性
の
変
化
で
す
。

多
動
性
の
高
い
Ｓ
君
に

担
任
は
強
い
焦
燥
感

主
任
の
提
案
で
見
え
た
こ
と

「
幼
稚
園
な
ん
か
大
っ
嫌
い
」

エ
ピ
ソ
ー
ド
1

実践のヒント
園の保育によっては、活動に参加する
か否かが子どもの評価につながる場合
が多くあります。しかし、障害のある
子どもは、特定の場や時間が決められ
ていること自体に拒否的な姿を見せる
場合があります。そのような時は、活
動をさせることを優先する発想を一度
外して子どもの理解を深めることが必
要です。

注
目
テ
ー
マ
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そ
ん
な
電
車
を
印
刷
し
て
、
保
育
室
に

Ｓ
君
コ
ー
ナ
ー
の
壁
面
を
作
っ
て
み
ま
し

た
。
ほ
か
の
子
ど
も
も
電
車
に
関
心
が
あ

る
子
ど
も
が
多
く
、
Ｓ
君
の
知
識
の
深
さ

に
感
心
し
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
帰

り
の
時
間
に
Ｓ
君
の
好
き
な
電
車
を
話
題

に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｓ
君
の
存
在
は

ク
ラ
ス
の
中
で
大
き
く
変
化
し
た
の
で
す
。

　
担
任
の
先
生
は
、
子
ど
も
の
思
い
を
理

解
し
な
い
で
保
育
室
に
い
る
こ
と
だ
け
を

強
要
し
て
い
た
自
分
の
か
か
わ
り
を
深
く

反
省
し
、
個
々
の
乳
幼
児
に
と
っ
て
好
き

な
こ
と
探
し
が
い
か
に
大
切
か
を
実
感
し

た
の
で
す
。
そ
の
後
、
Ｓ
君
は
段
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
電
車
や
駅
を
作
る
な
ど
し
て
遊

び
、
車
掌
さ
ん
の
帽
子
も
作
り
ま
し
た
。

周
囲
の
子
ど
も
も
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
、

保
育
室
の
中
に
電
車
の
世
界
が
広
が
っ
て

き
た
の
で
す
。

　
担
任
の
先
生
は
、
子
ど
も
の
「
や
り
た

　
園
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い

て
、
子
ど
も
の
興
味·

関
心
に
応
じ
て
様
々

な
画
像
を
検
索
し
、
印
刷
し
て
保
育
室
に

掲
示
し
た
り
、
遊

び
に
活
用
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
乗

り
物
の
図
鑑
が
好

き
な
Ｓ
君
は
、
ほ

と
ん
ど
の
電
車
の

名
前
を
知
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、

担
任
の
先
生
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
Ｓ
君

の
知
ら
な
い
電
車

を
発
見
す
る
と
Ｓ

君
は
か
な
り
興
奮

気
味
で
す
。

い
」
が
実
現
で
き
る
保
育
を
実
践
す
る
こ

と
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
の
基
礎·

基
本
に
な

る
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
な
保
育

で
は
な
く
、
日
々
の
保
育
の
質
的
な
向
上

と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
は
連
動
し
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。

Ｓ
君
の
好
き
な
電
車
か
ら

広
が
る
世
界

実践のヒント
タブレットなどのＩＣＴ機器を保育の
時に活用することができると、画像の
検索や子どもの好きを発見するヒント
が生み出されます。子どもに使わせる
ことについては賛否がありますが、保
育を豊かにするためにはとても役立つ
場合があります。もちろん予算なども
必要ですが、園で検討してみてはいか
がでしょうか。

好
き
な
こ
と
が
安
定
感
を
生
み
出
す

エ
ピ
ソ
ー
ド
2
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今月のお題

子どもの「やりたい」ことが
実現できる環境は整っていますか？

見直しの視点

保育室などの環境の中で、製作が好きな子どもがいれば製作コーナー
の設置、運動的なことが好きな子どもがいれば身体を動かす環境の
設置など、子どもの「やりたい」ことが実現できる環境を整えてみ
ましょう。乳幼児の深い理解と環境構成の変化は関連します。

乳幼児の理解は保育の原点
理解の手法はいろいろとありますが、子どもの内面や行動の意
味が見えない時は写真や動画を活用することが重要です。意味
が見えない時に、園内の職員に撮影を依頼し、保育が終わった
後に数名で観ることによって、新たな視点が生まれる可能性が
あります。

障害特性と個々の特性
障害のある子どもには、ほかの子どもにはないような特性があ
る場合があります。いわゆる常同行動（くり返し行われる行動）
など、意味が見えづらい場面に出合います。丁寧にかかわると
意味が見える場合もあります。一緒にやってみるのも１つのか
かわりです。

１日の保育の流れは子どもの思いに
沿っていますか？
忙しい保育、課題活動の多い保育、忙（せわ）しない保育では先
生方の思いも子どもの思いも忙しい状況に追い込まれます。障
害のある子どもにとっては苦手な状況です。少しだけ時間の配
分やルーティンを見直してみませんか。

※チェックシートは『保育ナビ』公式サイトからもダウンロードできます。

注
目
テ
ー
マ
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『保育ナビ』 は公式サイト や SNS でも様々な情報を配信しています。
より早く、より詳しい情報のためにぜひともチェックしてみてください。

『保育ナビ』編集部からのお知らせ

公式サイトや SNSで保育最新情報をチェック！

Information

公式サイト Facebook InstagramYouTube
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２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
12
月
20
日

に
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
「
保
育
政
策
の

新
た
な
方
向
性
～
持
続
可
能
で
質
の
高

い
保
育
を
通
じ
た
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
へ
～
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
全
体
像
を
概
観
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
対
応
し
な
が
ら
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
を
図
る
た

め
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
か
ら

２
０
２
８
（
令
和
10
）
年
度
末
を
見
据

え
た
保
育
政
策
は
、
待
機
児
童
対
策
を

中
心
と
し
た「
保
育
の
量
の
拡
大
」か
ら
、

「
１
．
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の

高
い
保
育
の
確
保
・
充
実
」
と
、「
２
．

全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
家
庭

を
支
援
す
る
取
組
の
推
進
」
に
政
策

の
軸
を
転
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
３
．
保
育
人
材
の
確
保
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
業
務
改
善
」

を
強
力
に
進
め
て
、
制
度
の
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
ど
こ
で
も
、
保
育
所
等
が
「
専

門
的
な
」
保
育
を
提
供
し
、
そ
の
機
能

を
最
大
限
発
揮
す
る
こ
と
で
、「
全
て

の
」
こ
ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
確
保
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
、
国
・
自
治
体
・
保
育

現
場
等
の
関
係
者
が
政
策
の
基
本
的
な

方
向
性
と
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
、
緊
密
に
連
携
・
協
働
し

て
、
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

　
　
質
の
高
い
保
育
の
確
保
・
充
実

　
「（
１
）
市
区
町
村
に
よ
る
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
提
供
体
制
の

確
保
」
で
は
、
地
域
の
課
題
に
適
時
に

対
応
し
、
待
機
児
童
が
発
生
し
な
い
体

制
を
確
保
す
る
「
①
地
域
の
課
題
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
待
機
児
童
対
策
」、

地
域
に
お
け
る
統
廃
合
や
規
模
の
縮

小
、
多
機
能
化
等
の
計
画
的
な
取
り
組

み
を
促
進
し
、
人
口
減
少
地
域
等
に
お

概
要

保
育
政
策 

３
つ
の
柱

※本記事中では、こども家庭庁の資料に合わせて　 「こども」と表記しています。

2025

保
育
政
策
の

新
た
な
方
向
性
に
つい
て

今
月
の
テ
ー
マ

２
０
２
５
年
度
か
ら
２
０
２
８
年
度
末
を
見
据
え
た
保
育

政
策
は
、
質
の
高
い
保
育
、
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
と
子
育

て
家
庭
の
支
援
、
業
務
改
善
を
軸
に
推
進

執筆　矢藤誠慈郎
（和洋女子大学）

本コーナーでは新しい時代の幼児
教育・保育を考えていくために押さ
えておきたい、国の動きを解説しま
す。執筆は矢藤誠慈郎先生（和洋
女子大学）、大方美香先生（大阪総
合保育大学）が隔月で担当します。

国の動きを読む！

こども家庭庁 編
研究者の目

今月の
ポイント



プロフィール●矢藤誠慈郎（やとう せいじろう）／和洋女子大学教授。養成から現職を見通した保育者の専門性の開発、 保育における組織マネジメント・
リーダーシップ等を専門に研究を続ける。全国保育士養成協議会常務理事。日本保育者養成教育学会理事。
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け
る
持
続
可
能
な
保
育
機
能
の
確
保
を

進
め
る
「
②
人
口
減
少
地
域
に
お
け
る

保
育
機
能
の
確
保
・
強
化
」、ま
た「
③
公

定
価
格
に
お
け
る
地
域
区
分
の
見
直
し
」

が
進
め
ら
れ
ま
す
。「（
２
）保
育
提
供

体
制
の
強
化
（
職
員
配
置
基
準
の
改
善

等
）」
で
は
、
保
育
の
安
全
性
と
保
育
の

質
の
確
保
・
向
上
の
た
め
、
４
・
５
歳

児
、
３
歳
児
、
１
歳
児
の
職
員
配
置
基

準
の
改
善
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
幅
広
い
人

材
の
活
用
等
、
保
育
の
提
供
体
制
を
強

化
し
ま
す
。「（
３
）保
育
の
質
の
確
保
・

向
上
、
安
全
性
の
確
保
」
で
は
、
保
育

人
材
の
育
成
や
保
育
の
質
の
確
保
・
向

上
の
た
め
の
地
域
に
お
け
る
体
制
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
虐
待
や
不
適

切
な
保
育
、
事
故
等
の
防
止
・
対
応
や

災
害
へ
の
対
応
力
を
強
化
し
、
保
育
の

質
の
確
保
・
向
上
と
安
全
性
の
確
保
を

図
る
こ
と
と
し
て
、
巡
回
支
援
の
推
進

や
、
保
育
士
等
の
養
成
・
研
修
の
充
実
、

質
の
評
価
・
改
善
の
推
進
等
が
目
指
さ

れ
、
ま
た
虐
待
や
不
適
切
な
保
育
の
防

止
・
対
応
、性
暴
力
防
止
対
策
、事
故
等

の
防
止
・
対
応
、保
育
所
等
に
お
け
る
防

災
機
能
・
対
策
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

２
．
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て

　
　
家
庭
を
支
援
す
る
取
組
の
推
進

　
「（
１
）
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

推
進
」
と
し
て
、
同
制
度
を
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
度
に
制
度
化
（
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
各
自
治

体
の
判
断
で
実
施
）、
２
０
２
６
（
令
和

８
）
年
度
に
給
付
化
（
全
自
治
体
で
実

施
）
し
て
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
全
て

の
こ
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
家
庭
を
支

援
し
ま
す
。「（
２
）
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
保
育
の
充
実
」
と
し
て
、
障

害
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
等
の
保
育
所
等

で
の
受
け
入
れ
強
化
や
病
児
保
育
等
に

つ
い
て
、
専
門
職
や
専
門
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
充
実
を
図
り
、
こ
ど
も
や
子

育
て
家
庭
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
保
育
の
提
供
体

制
を
確
保
し
、
包
括
的
な
暮
ら
し
・
育

ち
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。「（
３
）
家

族
支
援
の
充
実
、
地
域
の
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
取
組
の
推
進
」
で
は
、
保

育
所
等
の
利
用
児
童
の
保
護
者
等
に
対

す
る
子
育
て
支
援
や
、
地
域
の
こ
ど
も

や
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
取
り
組
み
、

「
は
じ
め
の
１
０
０
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
く
施
策
等
を
進
め
、
地
域

全
体
で
こ
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
応
援
・

支
援
し
て
い
く
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

３
．
保
育
人
材
の
確
保
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
　
の
活
用
等
に
よ
る
業
務
改
善

　

上
記
の
政
策
を
進
め
る
う
え
で
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
、「（
１
）
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
等
の
処
遇
改
善
」
と

し
て
、
処
遇
改
善
と
と
も
に
モ
デ
ル
賃

金
や
人
件
費
比
率
等
の
見
え
る
化
が
進

め
ら
れ
ま
す
。「（
２
）
保
育
人
材
の
確

保
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策
」
と
し
て
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
、
新
規

資
格
取
得
と
就
労
の
促
進
、
離
職
者
の

再
就
職
・
職
場
復
帰
の
促
進
に
取
り
組

み
ま
す
。「（
３
）
保
育
の
現
場
・
職
業

の
魅
力
発
信
」
の
一
層
の
推
進
が
図
ら

れ
、「（
４
）
保
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る

業
務
改
善
」
も
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「『保育政策の新たな方向性』について」（こども家庭庁 HP）
https://www.cfa.go.jp/policies/hoiku/new_direction

国
の
動
き



幼児の教育　2025年春号（季刊誌）
編／お茶の水女子大学
　　『幼児の教育』編集委員会
定価／1,200 円（本体 1,091円 + 税 10％）
64 ページ　21×15㎝
季刊（4・7・10・1 月発行）
商品コード 11212504

子ども学の源流を次世代につなぐ子ども学の源流を次世代につなぐ
『幼児の教育』2025年春号発売中『幼児の教育』2025年春号発売中
　日本で最も長い歴史をもつ「幼児教育研究誌」です。今年創刊124
年を迎えた『幼児の教育』。倉橋惣三の理念をはじめ、様々な視点で子
ども学の源流を見つめてきました。
　2025年春号は表紙、中面デザインがリニューアルされ、より親しみ
やすくなりました。『幼児の教育』編集長の刑部育子先生による巻頭言、
西隆太朗先生、宮里暁美先生などの編集委員による連載など、保育を
豊かにする情報が満載です。

『幼児の教育』の購読方法 フレーベル館の代理店・特約店・営業所または、オンラインショップ
「つばめのおうち」、Amazonなどからどうぞ。

フレーベル館からのお知らせ

特集　 保育の日々を新しく考える １　一人ひとりっていうけれど　
実践　 私の保育ノート　子どもたちの世界を広げる役割　
連載　 保育を見る眼（１）―自分の眼で見るということ　
シリーズ　 子どもが暮らす場所を訪ねて　
視点　 OMEP 世界大会タイ・バンコク訪問記 
探究　 異なる視点を持つ他者との対話　

「幼児の教育 2025年春号」の内容（一部抜粋）




